
令和８年度働きたい人全力応援ステーション運営業務 

公募型プロポーザル選定委員会議事録（議事要旨） 

 項　　目 内　　　　　容

 １ 日　　時 令和８年３月 23 日（月）14 時 00 分から 15 時 40 分まで

 ２ 場　　所 県庁本館５階 503 会議室

 

３ 出席委員

広島県商工労働局雇用労働担当部長　藤井　睦美 

広島県商工労働局人的資本経営促進課長（女性活躍担当）代理：主査　山崎　智 

広島県商工労働局自動車・新産業課長　出射　太 

広島県健康福祉局社会援護課長　勝田 徹 

広島県商工労働局雇用労働政策課長　倉田　庸子

 

４ 議　　題

１　開会 

２　事務局説明 

３  企画提案者によるプレゼンテーション及び質疑応答、審査 

４　審査点数の集計・提案者の決定 

５　閉会

 ５ 担当部署 広島県商工労働局雇用労働政策課

 ６ 開催方法 参集

 

７ 議事内容

Ａ社（株式会社アソウ・ヒューマニーセンター）審査 

・豊富な実績と関係機関との連携を基盤に、伴走型支援と企業への働きかけを組み合わせた実効

性の高い内容であり、安定的な事業運営の可能性について評価します。また、提案内容の具体

化と実効性の強化により、着実な成果の創出を期待しています。 

・一人一人の状況に寄り添った支援が期待できる。 

・豊富な業務実績を有しており、安定した業務運営が期待できる。また、キャリアカウンセラー

や企業アドバイザーの配置も適切であり、県内市町の事業連携などを通じて一定の成果が期待

できるものと評価。一方で、広報に関する提案内容が弱い印象。 

・業務の目的・内容を十分理解しており、また、類似業務の実績があり、提案内容も妥当なもの

である。 

・これまでの受託実績を踏まえた実用性の高い提案になっている。職場環境整備のアドバイスに

ついては、配慮の必要な方に対する支援内容を記載いただきたかった。 

Ｂ社（株式会社東京リーガルマインド　広島本校）審査 

・事業目的を的確に踏まえ、求職者と企業双方への伴走型支援や関係機関との連携を軸とした提

案をいただきました。就職・定着という成果の確実な創出に向けては、マッチングの質の向上

や企業側の受入環境整備、広域展開により新規相談者の獲得に係る一層の具体性が求められる

ものと考えております。 

・これまでの類似事業でのノウハウを含めて、運営に期待できる。 

・求職者向け支援業務について、支援マニュアル（就職支援モデル）をはじめ、工夫のある提案

内容になっており、きめ細やかな伴走支援が期待できる。また、広報業務においても、ターゲ

ットごとにペルソナ・誘導目標を設定するなど、しっかり分析された提案となっており、一定

の成果が得られるものと評価。 

・類似業務の実績があり、かつ、関係機関とのネットワークを有しており、提案内容も妥当なも

のである。 

・支援内容や広報手段ごとの誘導人数など具体的な提案となっており、効果が期待できる。


